
（様式①）

[病院経営局]  款　 項　 目 （単位：千円）

総額 一財+市債 総額 一財+市債 総額 一財+市債

1 市民病院事業 24,676,193 1,873,330 24,483,666 1,567,602 192,527 305,728

3
脳卒中・神経脊椎セン
ター事業

9,932,074 2,864,858 9,741,514 2,782,208 190,560 82,650

5 みなと赤十字病院事業 4,695,484 2,212,581 4,729,713 2,216,866 △ 34,229 △ 4,285

7
市民病院再整備事業
（市民病院事業の再
掲）

780,539 140,269 170,781 38,000 609,758 102,269 ○

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

計 40,084,290 7,091,038 39,125,674 6,604,676 958,616 486,362

新
規
拡
充

戦
略

基
本
政
策
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(様式②－3）

款 項 目

□ 法令 □ 条例 □ 規則 □ 要綱 □ 中期計画 ■

■ 必要である □ 必要性に課題がある □ 必要性が低い

■ 成果・効果が上がっている □ 成果・効果を上げる余地がある □ 成果・効果が上がっていない

□ 改善・見直しの余地がある ■ 改善・見直しの余地がない

■ 有 □ 無

■ 拡充 □ 現状維持 □ 縮小 □ 休止・廃止

　温暖化対策（緩和策・適応策）に関する評価

26年度時点で横浜市地球温暖化対策実行計画の

（ 局 － ）

事　業　評　価　書

事業名 所管課 病院経営局計画推進担当市 民 病 院 再 整 備 事 業
（市 民 病 院 事 業 の 再 掲）

目　的
（事業開始の経緯）

市民病院は、昭和35年に開設し、昭和57年度から平成３年度にかけて再整備を行った。その後、医療需要
の多様化や医療の進歩に対応し、医療機能の拡充や施設の増改築を行ってきた結果、特に施設の狭あい化
が著しく、これ以上の医療機能の拡充だけでなく、現行の医療機器の更新も困難な状況となっている。こ
のため、再整備に向けた検討を進めることとした。

事業内容
高度急性期を中心とした将来にわたる先進的な医療サービスの提供と市立病院としての役割を発揮
・政策的医療の拠点　・市民の健康危機管理の拠点　・地域医療全体の質の向上のための拠点
（事業規模）病床数：650床　外来患者数：1200人/日程度　標榜診療科：現在の診療領域を維持

事
業
実
績

（
Ｄ
ｏ

）

達成指標

指標名（単位） 24年度実績 25年度実績 26年度目標

事
業
概
要

（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ

）

実施根拠
その他（横浜市立病院経営委員会）

法令等の名称

32,152千円 170,781千円

人
件
費

これまでの主な検討実績
再整備検討委員会に
おける検討状況報告書

作成
基本計画素案作成

基本計画確定
基本設計着手

再任用職員 従事者数 0.0人 0.0人 0.0人

一般職職員 従事者数 0.0人 0.0人 0.0人

概算人件費 0千円 0千円 0千円

総 事 業 費 0千円 32,152千円 170,781千円

増▲減 ― 32,152千円 138,629千円

評
価
の
視
点
に
よ
る
点
検
・
検
証

（
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ

ｋ

）

必要性・妥当性 これまで施設の制約上困難であった医療機能の拡充を十分に行えるようになり、救急医療や小児・周産期
医療といった政策的医療の充実、災害拠点病院としての機能強化等による三ツ沢公園と一体となった災害
対策機能の強化など、市立病院としての役割をより適切に果たすことが可能となる。

有効性 市民病院再整備事業の実現に向けて、基本計画（原案）を市会等にて報告し、その内容や市民意見募集の
内容を踏まえて、基本計画を確定させた。また、基本設計の着手に向けた業者選定に取り組み、26年度後
半より基本設計に着手する方向。

効率性・類似性

コスト
（事業費の推移）

24年度決算 25年度決算 26年度予定

事 　業 　費

機器・設備の更新スペースが確保できないため、大型医療機器の更新時に機器が使えなくなることなど、
今後の医療需要の多様化や医療の進歩に対応した機能拡充と市民への適切な医療提供が困難となる。

市民等外部意見
を反映する仕組み

と反映状況
外部有識者8名からなる「横浜市立病院経営評価委員会」に、再整備の進捗状況を報告し、客観的・専門的視点から
意見をいただいた。（26年度、基本計画に関して報告し、意見聴取）また、市民意見募集も実施済。

自
己
評
価
・
今
後
の
取
組

（
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

）

自己評価

 市の局長級職員からなる「横浜市立市民病院再整備検討委員会」検討状況報告書の内容に基づき、再整備候補地に
ついて検討を進めてきた結果、三ツ沢公園及びこれに隣接する民有地を移転候補地として選定することができた。
また、外部有識者からなる「横浜市立病院経営評価委員会」に進捗状況を諮り、様々な視点から意見をいただく
等、市民病院や病院経営局の内部検討に留まらない、より多角的・客観的な検討を進めることができた。
　今後も、市民病院の再整備を全市的な課題として認識し、十分な調整・協議を進めるとともに、求められる機能
を最大限発揮できる病院の整備に取り組む必要がある。

今後の方向性 ・再整備用地については、26年7月に締結した覚書に従って、地権者と用地取得に向けた交渉を進めてい
く。
・27年度までで基本設計、28年度に実施設計、29年度からの着工を確実に進めていく。
・事業費においては、一般会計負担が大幅に増加しないように、全体管理をしっかり行っていく。

病院経営

事業の分類

【緩和策】温室効果ガスの削減・吸収に 間接的に寄与する エネルギーの安定供給・自立化と節電・省エネの推進 分野

【適応策】気候変動による環境変化への適応に 寄与しない その他 分野

理　由 再整備にあたって、省エネ等により環境負荷の低減に寄与する施設・設備を導入するため。（CASBEE横浜Aランク以上を想定）

実行計画との関連 対象事業ではない

現状の課題と解決

に向けた取組
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